
《 親子つり大会成績 》（敬称略）

◦総重量

優 勝 11.60kg 香取祐輝・孝幸（佐賀小）

準優勝 9.80kg 川崎達樹・和美（下稲吉東小）

第3位 7.10kg 山崎雄也・勝（下稲吉小）

第4位 6.72kg 宮﨑泰雅・伸明（牛渡小）

第5位 6.50kg 床枝　純・馨（新治小）

◦大きさ

教育長賞（大物賞）34cm市ノ澤太陽（下稲吉東小）
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５
０
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催
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。
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。
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帰
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。
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バ
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自
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で
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っ
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が
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て
な
の
で
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し
み
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
家
族

で
楽
し
く
雪
入
川
の
自
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に
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れ
あ
っ
た
一
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に

な
り
ま
し
た
。

Parent and child fishing tournament

ニジマスＧＥＴ!!

文
芸
ひ
ろ
ば
詠
歌
の
紹
介

その後の天狗党事件

幕末の天狗党事件では823人の処

分が下されました。 その人たちの一部

は歴史に名を残し、後には官位を賜わっ

た人もいます。 しかし、同じ命でも罪咎

も無いその家族や親類、幼い子どもま

でもが投獄され、 虐待、 飢え、 寒さ、

拷問に耐え、 最後には仲間の斬首を

見届けながら、 亡くなった人たちもいま

す。 その人たちの心痛は志士たちの

斬首よりもっと厳しくつらく悲しかったことと

思われます。 その中には農民も多く含ま

れていたことも忘れてはならないと思いま

す。 現在、郷土資料館ではその激動

の時代を動かした郷土の天狗党や新

選組の志士たちの特別展を開催してい

ます。 必ず心に響くものがあると思います

ので、是非、お越しください [桂木郁夫]。
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》 写真で振り返る合併 10 年

帆引き船発祥の地であるかすみがうら

市が「未来に残したい漁業漁村の歴

史文化財産百選」に認定されました。

これは水産庁が平成18年2月17日

に発表した百選で、 全国に残る歴史

的・文化的に価値の高い施設や史

跡などの文化遺産を対象に選定され

たものです [広報かすみがうら№13]。

勇壮な姿で、 多くの観光客を

魅了している「帆引き船」

かすみがうら17 16かすみがうら
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句
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。
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青見

雪入川に響いた

親子の

笑い声と歓声
～親子つり大会～
市子ども会育成連合会主催


